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高鍋町告示第27号 

 平成25年第３回高鍋町議会定例会を次のとおり招集する。 

    平成25年９月２日 

                              高鍋町長 小澤 浩一 

１ 期 日  平成25年９月６日（金） 

２ 場 所  高鍋町議会議場 

──────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

水町  茂君          徳久 信義君 

岩﨑 信や君          緒方 直樹君 

池田  堯君          中村 末子君 

黒木 正建君          後藤 隆夫君 

青木 善明君          永友 良和君 

時任 伸一君          八代 輝幸君 

津曲 牧子君          柏木 忠典君 

山本 隆俊君                 

──────────────────────────────── 

○９月10日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○９月18日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○９月19日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○９月20日に応招した議員 

同上 

──────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

 

──────────────────────────────── 
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────────────────────────────────────────── 

平成25年 第３回（定例）高 鍋 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                           平成25年９月６日（金曜日） 

────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                       平成25年９月６日 午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 諸報告 

      （１）議長の会務報告 

      （２）議員派遣の報告 

      （３）常任委員会行政調査報告 

      （４）本省要望の報告 

      （５）例月現金出納検査結果報告 

      （６）町長の政務報告 

 日程第３ 会期の決定 

 日程第４ 報告第４号 平成２４年度高鍋町財政健全化判断比率について 

 日程第５ 報告第５号 平成２４年度高鍋町公営企業資金不足比率について 

 日程第６ 報告第６号 平成２４年度高鍋町教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価等について 

 日程第７ 認定第１号 平成２４年度高鍋町一般会計歳入歳出決算について 

 日程第８ 認定第２号 平成２４年度高鍋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算につい

て 

 日程第９ 認定第３号 平成２４年度高鍋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第10 認定第４号 平成２４年度高鍋町下水道事業特別会計歳入歳出決算について 

 日程第11 認定第５号 平成２４年度高鍋町介護認定審査会特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第12 認定第６号 平成２４年度高鍋町介護保険特別会計歳入歳出決算について 

 日程第13 認定第７号 平成２４年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計歳入歳出

決算について 

 日程第14 認定第８号 平成２４年度高鍋町水道事業会計決算について 

 日程第15 議案第37号 高鍋町税条例の一部改正について 

 日程第16 議案第38号 高鍋町例規集の改版に伴う条例の整備に関する条例の制定につ

いて 

 日程第17 議案第39号 高鍋町子ども・子育て会議設置条例の制定について 

 日程第18 議案第40号 平成２５年度高鍋町一般会計補正予算（第３号） 
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 日程第19 議案第41号 平成２５年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第20 議案第42号 平成２５年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第21 議案第43号 平成２５年度高鍋町介護認定審査会特別会計補正予算（第１号） 

 日程第22 議案第44号 平成２５年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第23 議案第45号 平成２５年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算

（第１号） 

 日程第24 平成２４年度高鍋町一般会計並びに特別会計決算審査結果報告 

 日程第25 請願第１号 子どもの医療費無料化を小学校卒業まで引き上げることを求め

る請願 

──────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 諸報告 

      （１）議長の会務報告 

      （２）議員派遣の報告 

      （３）常任委員会行政調査報告 

      （４）本省要望の報告 

      （５）例月現金出納検査結果報告 

      （６）町長の政務報告 

 日程第３ 会期の決定 

 日程第４ 報告第４号 平成２４年度高鍋町財政健全化判断比率について 

 日程第５ 報告第５号 平成２４年度高鍋町公営企業資金不足比率について 

 日程第６ 報告第６号 平成２４年度高鍋町教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価等について 

 日程第７ 認定第１号 平成２４年度高鍋町一般会計歳入歳出決算について 

 日程第８ 認定第２号 平成２４年度高鍋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算につい

て 

 日程第９ 認定第３号 平成２４年度高鍋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第10 認定第４号 平成２４年度高鍋町下水道事業特別会計歳入歳出決算について 

 日程第11 認定第５号 平成２４年度高鍋町介護認定審査会特別会計歳入歳出決算につ

いて 

 日程第12 認定第６号 平成２４年度高鍋町介護保険特別会計歳入歳出決算について 

 日程第13 認定第７号 平成２４年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計歳入歳出

決算について 

 日程第14 認定第８号 平成２４年度高鍋町水道事業会計決算について 
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 日程第15 議案第37号 高鍋町税条例の一部改正について 

 日程第16 議案第38号 高鍋町例規集の改版に伴う条例の整備に関する条例の制定につ

いて 

 日程第17 議案第39号 高鍋町子ども・子育て会議設置条例の制定について 

 日程第18 議案第40号 平成２５年度高鍋町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第19 議案第41号 平成２５年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第20 議案第42号 平成２５年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第21 議案第43号 平成２５年度高鍋町介護認定審査会特別会計補正予算（第１号） 

 日程第22 議案第44号 平成２５年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第23 議案第45号 平成２５年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算

（第１号） 

 日程第24 平成２４年度高鍋町一般会計並びに特別会計決算審査結果報告 

 日程第25 請願第１号 子どもの医療費無料化を小学校卒業まで引き上げることを求め

る請願 

──────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番 水町  茂君       ２番 徳久 信義君 

３番 岩﨑 信や君       ５番 緒方 直樹君 

６番 池田  堯君       ７番 中村 末子君 

８番 黒木 正建君       10番 後藤 隆夫君 

11番 青木 善明君       13番 永友 良和君 

14番 時任 伸一君       15番 八代 輝幸君 

16番 津曲 牧子君       17番 柏木 忠典君 

18番 山本 隆俊君                 

──────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

──────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

──────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

議会事務局長 間  省二君    事務局補佐 鳥取 和弘君 

議事調査係長 山下 美穂君                 

──────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 小澤 浩一君   教育長 ………………… 萱嶋  稔君 

教育委員長 …………… 黒木 知文君   農業委員会会長 ……… 渡瀬 俊弘君 
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代表監査委員 ………… 黒木 輝幸君   総務課長 ……………… 森  弘道君 

政策推進課長 ………… 壱岐 昌敏君   建設管理課長 ………… 惠利 弘一君 

農業委員会事務局長 … 長町 信幸君   産業振興課長 ………… 田中 義基君 

会計管理者兼会計課長 … 宮崎守一朗君   町民生活課長 ………… 三浦  敏君 

健康福祉課長 ………… 河野 辰己君   税務課長 ……………… 原田 博樹君 

上下水道課長 ………… 芥田 秀則君   教育総務課長 ………… 三嶋 俊宏君 

社会教育課長 ………… 中里 祐二君                      

──────────────────────────────── 

午前10時00分開会 

○議長（山本 隆俊）  開会前ですけれども、携帯電話のほうはいつものようにマナーモー

ドにするか電源を切っていただきたいと思います。 

 それと、本日、副町長におきましては、青森県の三沢市で開催される在日米軍再編に係

る訓練移転先６基地関係自治体連絡協議会総会が開催されています。そちらのほうで、本

町及び新富町の協議会加入についての協議がなされ、それに対する答弁が行われることか

ら、議会開会中でありますが、町長代理として出席のため、欠席をいたします。これを許

可しましたので、御報告いたします。 

  おはようございます。只今から平成２５年第３回高鍋町議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 この際、議会運営委員会の報告を求めます。委員長、後藤隆夫議員。 

○議会運営委員会委員長（後藤 隆夫君）  １０番。おはようございます。平成２５年第

３回高鍋町議会定例会の招集に伴いまして、９月の３日、午前１０時から第３会議室にお

きまして議会運営委員会を開催いたしましたので、その結果について御報告を申し上げま

す。 

 今定例会に付議されました案件は、平成２４年度財政健全化判断比率など報告３件、決

算認定８件、条例改正・制定３件、平成２５年度補正予算６件の計２０件が執行部より提

案をされました。このことに伴いまして、副町長及び関係課長にその概要の説明を求め、

審議を行ったところでございます。また、紹介議員を通した請願が１件ございます。 

 会期日程、議事日程につきましては別紙予定表がお手元に配付されておりますが、出席

委員全員、意見の一致を見たところであります。 

 今定例会が円滑に運営されますよう議員各位の御協力をお願い申し上げまして、御報告

といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（山本 隆俊）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、３番、岩﨑信や議員、５番、

緒方直樹議員を指名します。 
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────────────・────・──────────── 

日程第２．諸報告 

○議長（山本 隆俊）  日程第２、諸報告を行います。 

 まず、議長の会務報告につきましては、別紙がお手元に配付してありますが、これによ

り朗読及び説明を省略して差し支えありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 隆俊）  異議なしと認めます。したがって、議長の会務報告は、朗読及び説

明を省略いたします。 

 次に、議員派遣の報告につきましては、別紙がお手元に配付してありますが、このとお

り派遣しましたので、これにより報告とします。 

 次に、総務環境常任委員会の行政調査報告を求めます。委員長、中村末子議員。 

○総務環境常任委員会委員長（中村 末子君）  ７番。おはようございます。去る７月の

２２日、２３日、２４日の３日間、総務環境常任委員会の行政視察を行いましたので報告

をいたします。 

 場所は、神奈川県藤沢市と岩手県陸前高田市でございます。参加者は、総務環境常任委

員会全員及び事務局長、総務課課長補佐の野中氏、目的は、ＰＦＩ、いわゆる民間活用の

防災などを行っている唯一の自治体としての内容把握、２０１１年３月１１日に起きた地

震津波被害でまち全体が壊滅的打撃を受けた陸前高田市を訪問、見聞してまいりました。 

 藤沢市では、ＮＴＴコミュニケーションズが建設した通信網を備えた建物を借り受け、

消防機能などを強化すると同時に、江ノ島などに設置したカメラから直接映像が送られ、

瞬時に対応できるようになっているとのことでありました。防災的には、災害時のシミュ

レーションなどを準備しているとの説明でありました。金額的にも大変大きく、高鍋町で

は財政的に難しいと考えたところであります。 

 藤沢市では、２０年の契約完了時には、ＮＴＴコミュニケーションズが建設した建物が

そのまま藤沢市に帰属されるとのことで、借りていると思えばいいという判断がされたよ

うです。建物は、通常、消防局が利用しており、救急搬送時など混雑情報などが即時にわ

かり、時間短縮できるとのことでした。また、シミュレーションには災害想定が組み込ま

れているために、訓練時などに活用できることと、地域に対応策を提示できるなど、利便

性があるとのことでした。 

 次に、岩手県陸前高田市を訪問、仮庁舎での仕事は大変だろうとまず感じたところです。

また、住民基本台帳などの情報を復元するために苦労されているということでした。また、

復旧作業は余り進んでいないという感じを受けたところです。 

 住民基本台帳人口２万４,２４６人のうち職員六十数名を含む身元がわかる死亡者

１,６５６人、その後、病気などで２２５人、安否確認要請のあった行方不明者７２人と

いう惨事の中、悲しみとかそういう段階ではない、深いところでの悲痛な叫びが聞こえて

きそうでした。 
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 また、希望の一本松は枯死してしまいましたけれども、レプリカをつくり、何とか住民

を立ち直らせようとする思いが伝わってまいりました。 

 もう一つは、住民の意見に従って市庁舎の位置が二転三転する中で、寄り添ってほしい

との住民の思いで、住宅と同じ高台につくることがようやく決定したということのようで

す。 

 それにしても、国の対応はおかしいと感じたところです。予算的には１００億円規模の

予算が１０倍の１,０００億円に膨らんだとはいえ、住宅建設については５戸以上で大臣

申請を行い、変更があれば一々再度大臣許可が必要となり、復興にはまだまだほど遠いと

感じられました。 

 職員も同じ人間です。自分の周りで多くの命を失っているにもかかわらず、公務員であ

るがゆえに住民から罵声を浴びせられると。黙々と仕事をしなければならない苦しみを聞

き、本当に心の折れる状況でした。 

 私たちは、今回の被災地訪問で自然の脅威を見せつけられた思いの共通認識ができまし

た。これから南海トラフなどいつ起きるかわかりませんが、高鍋町民が同じ思いをしなく

ていいようにするためには、常に災害はいつ起きるかわからないという気持ちで、いつで

も避難できる構えができる体制、すばやい対応できる町政実現になるよう努力したいとの

一致した気持ちを持つことができました。 

 それと、地形的に高鍋町と非常に酷似しているように見受けました。また、漁師の方が、

「津波が来る前に海の底が見えました。本当に怖かったです。しかし、ようやく光が見え

てきました。きょうがウニ漁の解禁日です」と言われたとき、一歩でも前に進むことがで

きたのだと一筋の光を見出して帰路につきました。 

 また、いただいた資料などについては、議長室に置いておきますので、ぜひごらんいた

だきたいと思います。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（山本 隆俊）  次に、本省要望の報告を求めます。団長、徳久信義議員。 

○２番（徳久 信義君）  ２番。おはようございます。東京陳情の報告をさせていただきま

す。 

 日時は、去る８月８日から８月９日の２日にかけて、国土交通省、防衛省、地元選出国

会議員への要望や表敬を兼ねまして上京してまいりました。 

 本年度の上京陳情団は、町長、山本隆俊議長、後藤隆夫議員、時任伸一議員、森弘道総

務課長、壱岐昌敏政策推進課長、惠利弘一建設管理課長、間省二議会事務局長と徳久の

９名でありました。 

 要望事項としましては、竹鳩橋かけかえに関する提言書、１級河川小丸川水系の国の直

轄管理堅持及び地方分権に伴う権限委譲に関する提言書と国道１０号線の交通渋滞緩和促

進に関する提言書の３件と、防衛省への再編交付金事業無線放送施設助成事業等のお礼及

び表敬訪問でありました。 
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 案内は、宮崎県東京事務所の湯浅拓也氏に案内をいただき、県土整備部の図師雄一次長

と黒木正行主幹が同行されておりました。 

 最初に訪れましたのは、国土交通省政務官松下新平衆議院議員です。政務官からは、竹

鳩橋のかけかえの件では、県と町がしっかり話し合いを持って進めていただき、その上で、

国でできることがあればしっかり応援していきたい旨の話がありました。 

 参議院会館では、松下新平、長峯誠、武見敬三各参議院議員の事務所を訪問、衆議院会

館には、江藤拓、武井俊輔、上杉光弘、古川禎久、浜地雅一、遠山清彦各衆議院議員の事

務所を訪問し、高鍋町が抱えている諸問題にお力添えをいただくようお願いしてまいりま

した。 

 防衛省では地方協力局長、施設管理課長を表敬訪問し、再編交付金事業と無線放送施設

費助成事業などのお礼を申し上げてまいりました。 

 明けて９日は、東京事務所に挨拶に参り、農林水産省に江藤拓副大臣を表敬訪問しまし

た。アポイントをとっておりました国土保全局河川環境課長と道路局長にお会いし、竹鳩

橋のかけかえの話になりますと、国、県、省との勉強会を立ち上げなければなりませんね、

あるいは早く県、国との話し合いを設けなければいけませんねという話がありました。 

 以上、竹鳩橋の早期の実現を望みながら本省要望の陳情を終えて帰ってまいりました。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（山本 隆俊）  以上で、本省要望の報告を終わります。 

 次に、例月現金出納検査結果に関する報告が提出されましたので、お手元に配付してあ

ります。 

 次に、町長の政務報告を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  おはようございます。平成２５年６月１日から８月３１日までの

政務について御報告申し上げます。 

 まず、坂本地区土砂災害防災訓練についてでございますが、６月２日日曜日に坂本地区

自治公民館において実施いたしました。この訓練の実施により、避難経路の確認及び地区

住民の防災意識の向上を図ることができました。 

 次に、高鍋町消防操法大会についてでございますが、６月２３日日曜日、高鍋町スポー

ツセンターで開催いたしました。各部とも日ごろの訓練の中で培った技術を十分に発揮し、

大変すばらしい大会となりました。 

 次に、高齢者等多世代交流拠点施設についてでございますが、７月１日月曜日、旧舞鶴

荘跡地にオープンしました。施設の愛称は、一般公募を行い、「ふれあい交流センター」

と決定いたしました。今後、世代を越えてたくさんの住民の方が交流できる施設として活

用できるよう、広報・運営を行ってまいりたいと考えております。 

 次に、要望活動についてでございますが、７月から８月にかけて、お手元の政務報告に

掲げているとおり、要望活動を行ってまいりました。今後も、要望活動を初めさまざまな

取り組みを積極的に進め、本町の発展につながりますよう努めてまいりたいと存じます。 
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 次に、東児湯支部消防操法大会についてでございますが、７月２７日土曜日、東児湯消

防組合で開催されました。今回も激戦となりましたが、本町においては、第５部、第９部

が優勝、第４部も３位入賞というすばらしい結果となりました。 

 次に、竹鳩橋等整備促進期成同盟会についてでございますが、８月２日金曜日、ホテル

四季亭において開催いたしました。早期かけかえに向けて今後も３町合同で提言活動を強

化、実施していくことを確認いたしました。 

 次に、高鍋大橋側道橋開通についてでございますが、８月２３日金曜日、現地において

開通式が行われました。今後は、側道橋を利用する歩行者、自転車利用者の利便性、安全

性はもとより、大橋を通過する一般車両、トラックやバスの運転者にも安心を提供でき、

交通安全、地域振興にはかり知れない効果をもたらすことができるものと大いに期待して

いるところでございます。 

 以上、重立った政務について御報告申し上げます。 

 なお、その他の政務につきましては、お手元の政務報告にて御確認いただきますようお

願い申し上げます。 

○議長（山本 隆俊）  以上で、日程第２、諸報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．会期の決定 

○議長（山本 隆俊）  日程第３、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、会期日程予定表のとおり、本日から９月２０日まで

の１５日間にしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 隆俊）  異議なしと認めます。したがって、会期は本日から２０日までの

１５日間に決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．報告第４号 

日程第５．報告第５号 

日程第６．報告第６号 

○議長（山本 隆俊）  日程第４、報告第４号平成２４年度高鍋町財政健全化判断比率につ

いてから日程第６、報告第６号平成２４年度高鍋町教育に関する事務の管理及び執行の状

況の点検及び評価等についてまで、以上、３報告を一括議題といたします。 

 まず、町長の報告を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  報告第４号平成２４年度高鍋町財政健全化判断比率について及び

報告第５号平成２４年度高鍋町公営企業資金不足比率について一括して御報告を申し上げ

ます。 

 まず、報告第４号平成２４年度高鍋町財政健全化判断比率についてでございますが、地

方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、実質赤字比率、連結
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実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率の４つの財政健全化判断比率につきまし

て御報告するものでございます。 

 ４つの指標の比率をそれぞれ括弧書きで記載しております早期健全化基準値以上である

場合は、財政健全化計画を定めなければならないものでございます。本町では、いずれの

比率も早期健全化基準値未満となっております。 

 次に、報告第５号平成２４年度高鍋町公営企業資金不足比率についてでございますが、

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、公営企業の資金

不足比率につきまして御報告するものでございます。 

 その比率が経営健全化基準で定められております２０％以上である場合には、経営健全

化計画を定めなければならないものでございます。本町では、水道事業、下水道事業とも

資金不足は発生しておりません。 

 以上、２件につきまして御報告を申し上げます。 

○議長（山本 隆俊）  次に、教育委員長の報告を求めます。教育委員長。 

○教育委員長（黒木 知文君）  教育委員長。おはようございます。報告第６号平成２４年

度高鍋町教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等についてでございます

が、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第１項の規定により御報告申し上

げるものでございます。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．認定第１号 

日程第８．認定第２号 

日程第９．認定第３号 

日程第１０．認定第４号 

日程第１１．認定第５号 

日程第１２．認定第６号 

日程第１３．認定第７号 

日程第１４．認定第８号 

日程第１５．議案第３７号 

日程第１６．議案第３８号 

日程第１７．議案第３９号 

日程第１８．議案第４０号 

日程第１９．議案第４１号 

日程第２０．議案第４２号 

日程第２１．議案第４３号 

日程第２２．議案第４４号 

日程第２３．議案第４５号 

○議長（山本 隆俊）  次に、日程第７、認定第１号平成２４年度高鍋町一般会計歳入歳出
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決算についてから日程第２３、議案第４５号平成２５年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業

特別会計補正予算（第１号）まで、以上１７件を一括議題といたします。 

 一括して提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（小澤 浩一君）  認定第１号平成２４年度高鍋町一般会計歳入歳出決算についてか

ら議案第４５号平成２５年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算（第１号）

についてまでを一括して提案理由を申し上げます。 

 まず、認定第１号平成２４年度高鍋町一般会計歳入歳出決算についてから認定第７号平

成２４年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計歳入歳出決算についてまででございま

すが、平成２４年度各会計の歳入歳出の決算について、※地方自治法第２２３条第３項の

規定により、議会の認定に付するものでございます。 

 初めに、認定第１号の一般会計については、歳入総額７５億６,５４０万１,７８４円、

歳出総額７１億６,０５４万８,０７４円、差し引き４億４８５万３,７１０円となってお

ります。 

 次に、認定第２号の国民健康保険特別会計については、歳入総額３０億１,２２９万

２,２６２円、歳出総額２７億８,９４５万８３６円、差し引き２億２,２８４万

１,４２６円となっております。 

 次に、認定第３号の後期高齢者医療特別会計については、歳入総額４億４,８１９万

７,１５９円、歳出総額４億４,７７０万２,３５９円、差し引き４９万４,８００円となっ

ております。 

 次に、認定第４号の下水道事業特別会計については、歳入総額４億４６４万２,８９４円、

歳出総額３億８,９２７万７,２８９円、差し引き１,５３６万５,６０５円となっておりま

す。 

 次に、認定第５号の介護認定審査会特別会計については、歳入総額１,１３４万

８,０００円、歳出総額１,０３３万５,６１７円、差し引き１０１万２,３８３円となって

おります。 

 次に、認定第６号の介護保険特別会計については、歳入総額１４億９,５９０万

２,１４２円、歳出総額１４億３,４３９万７,５００円、差し引き６,１５０万

４,６４２円となっております。 

 次に、認定第７号の一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計については、歳入総額１,８５２万

５,９６２円、歳出総額１,４９２万３,５２８円、差し引き３６０万２,４３４円となって

おります。 

 次に、認定第８号平成２４年度高鍋町水道事業会計決算についてでございますが、地方

公営企業法第３０条第４項の規定により議会の認定に付するものでございます。営業面で

は、給水件数が８,８８４件で、前年度より１６９件の増、有収水量は２０２万４,７８５立

方メートルで、前年度より１.２％増加しました。経営面では、税抜きの収益的収入総額

４億２.１１７万１,００７円、支出総額４億２,２５９万８,０１９円で、経常収支は

※後段に訂正あり 
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１４２万７,０１２円の赤字でございました。 

 次に、資本的収支ですが、収入総額７５８万８,１３２円に対し、支出総額は２億

７,７５３万２,６００円となっております。 

 なお、資本的収支が支出に対して不足する額２億６,９９４万４,４６８円は、当年度損

益勘定留保資金等で補填いたしました。 

 次に、議案第３７号高鍋町税条例の一部改正についてでございますが、本案は、地方税

法の一部が改正されたことに伴い、当該条例について所要の改正を行うものでございます。 

 改正内容につきましては、寄附金税額控除に係る住民税の控除率変更、公益法人等に係

る町民税の課税特例の条件変更、個人の町民税及び住宅の再取得または増改築を行った東

日本大震災被災者等の町民税に係る住宅借入金等特別税額控除適用期間と居住開始年の延

長及び特別控除額限度額の引き上げ並びに東日本大震災に伴う被災居住用財産の敷地に係

る相続人への長期譲渡所得課税の特例適用でございます。 

 次に、議案第３８号高鍋町例規集の改版に伴う条例の整備に関する条例の制定について

でございますが、現在、本町の例規集に登載されている全ての例規の精査業務を進めてい

るところですが、条例において、用語や用字の表記、または形式等の改正で、その内容、

効力に影響を及ぼさない軽微なものについて、一括して改正を行うことができるよう制定

するものでございます。 

 次に、議案第３９号高鍋町子ども・子育て会議設置条例の制定についてでございますが、

本案は、子ども・子育て支援法※第７７条第１項の規定に基づき、同条を制定するもので

ございます。 

 次に、議案第４０号平成２５年度高鍋町一般会計補正予算（第３号）についてでござい

ますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ３億３,５７１万４,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ７６億７,０５０万３,０００円とするものでございます。 

 補正の主なものは、歳出では、公共施設等整備基金への積み立て、税制改正に伴うプロ

グラム修正業務、子ども・子育て支援事業費、保育士処遇改善臨時特例事業補助金、農業

体質強化基盤整備事業補助金、尾鈴地区土地改良県営事業負担金、青年就農給付金、まち

なかチャレンジショップ補助金、クルーズトレイン「ななつ星」歓迎看板設置費、緊急防

災減災事業及び地域の元気臨時交付金による道路、排水路整備事業費、地域防災計画改定

及び業務継続計画策定業務、自治公民館施設建設補助金、公共土木施設災害復旧事業費等

でございます。 

 また、４月に実施しました人事異動及び７月から実施の特例期間における給与減額に伴

う人件費の調整をそれぞれ行うものでございます。 

 財源につきましては、国・県支出金、寄附金、繰越金、町債等でございます。 

 あわせて、地域防災計画改定及び業務継続計画策定業務について債務負担行為の設定及

び現年発生補助災害復旧事業ほか５件の地方債の追加変更を行うものでございます。 

 次に、議案第４１号平成２５年度高鍋町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

※後段に訂正あり 



- 13 - 

いてでございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ３,５８１万４,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ２９億９,６９４万２,０００円とするものでございます。 

 補正の主なものは、歳出では、一般会計と同様に人件費の調整、平成２５年度納付額確

定に伴う後期高齢者支援金、前期高齢者納付金、介護納付金等の増額及び減額、特定健康

診査データ管理システムの最新化に伴う更新手数料の増額、平成２４年度事業実績による

国庫負担金等及び県費負担金返還金の増額でございます。 

 歳入では、平成２４年度事業実績による療養給付費等交付金の増額、平成２５年度交付

額確定に伴う前期高齢者交付金の減額、人件費減額に伴う職員給与費相当分一般会計繰入

金の減額及び財源調整のための繰越金の増額でございます。 

 次に、議案第４２号平成２５年度高鍋町下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい

てでございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ３２８万１,０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ３億８,７４２万３,０００円とするものでございます。 

 補正の主なものは、歳出では、一般会計と同様に人件費の調整でございます。歳入につ

きましては、財源調整のための繰入金の減額及び繰越金の増額でございます。 

 次に、議案第４３号平成２５年度高鍋町介護認定審査会特別会計補正予算（第１号）に

ついてでございますが、今回の補正は、歳入歳出予算の総額に変更はなく、平成２４年度

事業費確定に伴い、歳入の費目間で財源調整をするものでございます。 

 次に、議案第４４号平成２５年度高鍋町介護保険特別会計補正予算（第１号）について

でございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ６,２９６万５,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ１７億３,７６９万円とするものでございます。 

 補正の主なものは、歳出では、一般会計と同様に人件費の調整、給付額の増に伴う高額

医療合算介護サービス費の増額及び介護予防サービス給付費の減額、平成２４年度事業費

確定に伴う国・県支出金及び支払基金返還金並びに一般会計繰出金の増額及び介護給付費

準備基金積立金の増額でございます。歳入では、平成２４年度事業費確定に伴う介護給付

費負担金の増額及び一般会計繰入金の減額、財源調整のための繰越金の増額でございます。 

 次に、議案第４５号平成２５年度高鍋町一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計補正予算（第

１号）についてでございますが、今回の補正は、歳入歳出それぞれ１２７万１,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１,８２７万７,０００円とするものでございま

す。 

 補正の主なものは、歳出では、水量計の交換に伴う機械借上料等の増額及び使用料徴収

に使用するパソコン更新に伴う備品購入費の増額でございます。歳入につきましては、財

源調整のための繰越金の増額でございます。 

 以上、１７件の議案等につきまして御審議を賜りますようお願い申し上げます。（発言

する者あり） 

 どうも済みません。訂正をお願いいたします。 

 地方自治法第２３３条というところを２２３条と申しましたので、２３３条に訂正をお
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願いいたします。 

 それから、第３９号の中で、第７７条第１項の規定に基づき、同条例というのを、例を

漏らしたそうでございますので、同条例に訂正をお願いいたします。 

 以上でございます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２４．平成２４年度高鍋町一般会計並びに特別会計決算審査結果報告 

○議長（山本 隆俊）  日程第２４、平成２４年度高鍋町一般会計並びに特別会計決算審査

結果報告を求めます。黒木輝幸代表監査委員。 

○代表監査委員（黒木 輝幸君）  代表監査委員。御報告を申し上げます前に、まことに申

しわけございませんが、一部訂正をお願いいたします。 

 お手元に正誤表がお配りしてありますが、意見書の２９ページの第３１表Ａの随意契約

の欄中、件数が４５となっておりますが、６５に訂正をお願いいたします。まことに申し

わけございません。 

 それでは、監査委員２名を代表いたしまして、平成２４年度各会計の決算審査結果を御

報告いたします。 

 初めに、地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付されました平成２４年度

高鍋町一般会計及び特別会計歳入歳出決算に関する審査結果を御報告いたします。 

 決算審査は、去る７月８日から８月１２日までの間、役場において、書面審査及び対面

審査を実施しました。審査意見書を８月２３日に講評を兼ねて町長に提出いたしました。

決算審査意見書は皆様のお手元に配付をされております。その内容について御報告を申し

上げます。 

 第１に、審査の対象となりましたのは、平成２４年度高鍋町一般会計歳入歳出決算、平

成２４年度高鍋町特別会計６会計歳入歳出決算、１、国民健康保険特別会計、２、後期高

齢者医療特別会計、３、下水道事業特別会計、４、介護認定審査会特別会計、５、介護保

険特別会計、６、一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計でございます。 

 第２に、審査の期間でございますが、先ほど述べましたとおり、平成２５年７月８日か

ら平成２５年８月１２日まで、実質の審査日数は１５日間でございます。 

 第３に、審査の方法でございますが、審査に当たりましては、町長から提出された決算

書及び附属書類が地方自治法、高鍋町条例に準拠して作成されているか、予算が適正かつ

効率的に執行されているかを主眼に置き、関係者の説明を聴取し、定期監査、例月現金出

納検査結果等も考慮して、関係帳簿並びにその他の書類と照合するとともに、必要な書類

の提出を求め、通常実施すべき審査を実施し、現地調査も実施いたしました。 

 第４に、審査の結果でございますが、平成２４年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決

算は、関係諸帳票を初めその他の証拠書類など照合審査した結果、決算に関する計数はい

ずれも正確であることを確認をいたしました。 

 また、予算の執行、会計事務及び財産の管理など財務に関する事務の執行は適正に処理
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されているものと認められました。 

 それでは、総括意見を申し上げます。なお、それぞれの項目ごとの審査結果につきまし

ては、意見書をごらんいただきたいと存じます。 

 まず、一般会計から申し上げます。最初に、決算にあらわれた現状の評価について申し

上げます。収支でございますが、平成２４年度一般会計決算におきましては、前年度と比

較して、歳入において１億７,６７０万６,０００円下回り、歳出におきましても１億

４,６０４万５,０００円下回っております。この結果、実質収支は前年度と比較して

５,８１８万２,０００円下回っておりますが、収支に関しましては基金の運用を控除した

実質単年度収支で判断をしなければなりません。その実質単年度収支は黒字となっており

まして、収支均衡が貫かれ、堅調な財政運営であったという結果が出ております。 

 次に、歳入について申し上げます。自主財源であります町税は２,３７６万１,０００円

の減収となっております。また、依存財源であります地方交付税が５,０９７万１,０００円

減額、国庫支出金は子ども手当負担金、きめ細やかな交付金等の減がありましたが、児童

手当負担金及び障害者自立支援給付費等負担金、地域介護福祉空間整備等施設整備交付金

等の増がありまして、全体では４,４３７万７,０００円の増となっております。 

 県支出金は、児童手当負担金、障害者自立支援給付費等負担金、農業体質強化基盤整備

促進事業補助金等の増がありましたけれども、子ども手当負担金、緊急雇用創出事業臨時

特例基金市町村補助金、地域環境保全対策費補助金等の減がありまして、全体では１億

５,２６８万５,０００円の減となっております。 

 借入金であります町債は、教育施設整備事業に積極的に取り組んだ結果、１億２,５９３万

６,０００円の増となっております。 

 なお、歳入の確保という面から見ますと、重要な自主財源であります町税は、収納部門

の地道な努力によりまして年々徴収率が上昇しております。平成２４年度実績は児湯５町

で１位となっておりまして、評価できるものと思います。しかしながら、町税、保育料、

住宅使用料の収入未済額は依然として多額でありまして、その合計額が１億３,８７５万

６,０００円であります。的確な滞納処分や徴収努力によりまして、前年度と比較して

２,７９１万８,０００円減少しておりますが、依然として多額でありまして、看過できな

い状況であります。特に、住宅使用料につきましては、増加をしておりまして、的確な対

応が求められます。 

 また、不納欠損額は町税、保育料で１,２３９万７,０００円となっておりまして、前年

度と比較して２６１万５,０００円の増となっております。 

 また、町税滞納処分の執行を停止している額は３,８３２万５,０００円で、これは大幅

に減少しております。 

 次に、歳出でございますが、全般的に行財政改革の推進の成果があらわれている結果と

なっております。 

 まず、義務的経費におきましては、人件費が前年度と比較して５,７０８万２,０００円
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の減額、公債費もスポーツセンター等の償還が終わりまして、３,７３８万４,０００円の

減となり、評価できるものと思われます。ただ、一方で社会保障費であります扶助費が介

護給付費、訓練等給付費の増額により１億３,８９５万４,０００円増加をしております。

このことが経常収支比率の改善がなかなか進まない要因の１つになっております。 

 投資的経費は、地域グリーンニューディール事業や村づくり交付金事業、中央公民館の

大型改修事業、再編交付金事業等の減がありましたけれども、学校施設環境改善交付金事

業や高齢者等多世代交流拠点施設整備事業、社会資本整備総合交付金事業、農産物加工施

設建設、小中学校施設整備事業等の増によりまして、全体では、前年度と比較して

９,７９５万３,０００円、２０.３％の増となっております。 

 その他の経費では、介護施設開設準備経費助成事業補助金等の増がありましたが、城下

町高鍋まちなか活性化補助金等の減がありまして、補助金等は１,５４５万８,０００円の

減となっております。 

 基金は、前年度に引き続き財政調整基金及び公共施設等整備基金の積み立てが行われま

して、３月末の残高が財政調整基金１１億１,３６７万円、公共施設等整備基金６億

７,７６２万１,０００円となっておりまして、緊急時の対応力が強化されるとともに、公

共施設等の改善資金の確保がさらに進んでおります。 

 以上の実績から、第５次行財政改革に引き続き、財政健全化に取り組まれ、人件費や公

債費の大幅縮減や各種基金の積み増しが進んだことによりまして、財政の健全度を図る各

種財政指標も改善されるなど、財政規律を重視する一方で、教育環境の整備にも積極的に

取り組み、小中学校校舎の耐震化率が１００％を達成するなど、平成２４年度一般会計の

運営は効果的であるとともに適正であったものと認められます。 

 今後の財政運営に当たっては、歳入面においては財源確保のため各種補助金を積極的に

活用するとともに、自主財源の確保に向けて多額の収入未済額の解消に向けた具体的な計

画を立てて、なお一層の取り組みを強化する必要があるものと思われます。 

 また、不納欠損につきましては、負担の公平性に配慮し、特に慎重を期することが必要

であると思われます。 

 歳出面では、引き続き財政規律を重んじた財政運営に取り組まれるとともに、より予算

執行の効果を高めるために町民のニーズを的確に把握するとともに、常に予算の管理執行

状況を把握し、真に町民のためのまちづくりに努められるよう要望します。 

 次に、国民健康保険特別会計について申し上げます。国民健康保険加入世帯数は前年度

と比較しまして６６世帯増加し、被保険者数は１２１人減少しております。歳入面では、

被保険者の所得減により国保税が前年度と比較して５,９４４万円の減収になりますとと

もに、繰入金、繰越金も減少しましたが、療養給付費等交付金及び県支出金等の増額によ

り、全体では微増となっております。 

 一方では、収入未済額は１,４６４万８,０００円の減となっておりますが、平成２４年

度に不納欠損処理した額は１,８６１万５,０００円で、前年度と比較して７４２万
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７,０００円増加をしております。また、平成２４年度末までの滞納累計額は１億

２,５６８万９,０００円あり、依然として高額になっております。執行停止中のものも加

味しますと、今後も増加することが懸念をされます。 

 現在の国民健康保険財政は、実質単年度収支は黒字でありますとともに、準備基金の積

み立ても条例で定める上限近くまで積み立てられておりまして、安定していると言えます。

医療費が毎年増加する中で、国民健康保険財政の安定化は最も重要な課題でありまして、

その安定化のためには疾病の予防と健康保険税の的確な収納が求められます。特定健診の

受診率向上による疾病予防に向けてなお一層取り組まれますとともに、引き続き収納率向

上対策に努めていただくよう要望いたします。 

 次に、後期高齢者医療特別会計について申し上げます。老人保健事業から後期高齢者医

療保険事業に移行されまして、制度運用から５カ年が経過しましたが、国において制度の

あり方が検討されておりますことから、その動向を注視していく必要があると思われます。 

 次に、下水道事業特別会計について申し上げます。平成２４年度の公共下水道の事業量

は、管渠布設８３３.４メーター、面整備３.６ヘクタールで、新たに１３５世帯２０２人

が使用可能となりました。平成２４年度末現在の管渠総延長は４７.１キロメートル、面

整備累計は２０５.３ヘクタールで、普及率は３３.４％、３,２１８世帯、７,１１２人と

なっております。 

 これからの課題でありますが、第１点目としては、以前から指摘をされている事業展開

がございます。現在、事業認可を受けております２３３ヘクタールは、平成２７年度に完

了予定でありますが、その後は事業の展開を凍結する方向で検討中とのことであります。

その場合に、全体の下水道計画区域に編入されている区域の取り扱いについては、計画区

域から除外するのかどうかを含めて検討すべきであると考えられます。 

 一方、浄化センターの老朽化が進んでおりまして、長寿命化対策が計画をされておりま

す。これらの財源を確保するためにも、水洗化率の向上に向けた取り組みをなお一層推進

することが求められております。このような状況の中で、平成２４年度末における財政状

況は、起債残高が２７億８,９４５万３,０００円ございます。その償還や事業推進に必要

な費用及び施設の維持管理に要する財源を使用料で賄っておりますが、不足額は一般会計

からの繰り入れで補われております。２４年度の実質的な一般会計の負担額は、下水道費

の交付税基準財政需要額算入額が１億１７万６,０００円ありまして、実質的な一般会計

からの繰入金は９,２６３万４,０００円であることも考慮して運営に当たるべきと考えま

す。 

 第２点目でございますが、供用開始当時から下水道使用料の徴収の手続が一部欠落した

ことによる未調定、未徴収が発生した件に対する対応であります。このことにつきまして、

地方自治法に基づき、過去５年前までさかのぼって、平成２０年度に調定された使用料は

５９８万４２３円でありますが、平成２４年度末現在の収納済み額は３０７万９,１７６円

であります。２９０万１,２４７円が未収入となっており、その収納額が年々減少傾向に
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あります。未徴収のまま経過することが懸念をされます。確実な債権の確保と徴収手段を

明示して、確実に履行されることを強く要望いたします。 

 次に、介護認定審査会特別会計について申し上げます。３町による認定審査は的確、そ

してスムーズに行われておりまして、今後ともさらに連携を密にして、適正な審査を行わ

れるよう要望いたします。 

 次に、介護保険特別会計について申し上げます。平成２４年度の要介護、要支援の申請

者数は１,０１５人で、前年度と比較して１６人増加しております。申請者のうち非該当

は１２人となっております。今後、介護給付費の増加も見込まれますことから、負担に対

する公平性の確保と安定的な事業運営が求められております。このため、保険料の収入確

保は必要不可欠であります。今後とも収入未済額を増加させないように努めていただきた

いと思います。また、介護を必要とする全ての人々に希望する介護サービスが的確に提供

できるように、円滑な運営を図っていかれますよう望みます。 

 次に、一ツ瀬川雑用水管理事業特別会計について申し上げます。この特別会計は、一ツ

瀬川土地改良事業で導入されました畑地かんがい用水を他の農業にも雑用水として使用す

ることを目的に、１市３町の構成で設置されたもので、平成２１年度から事業運営を開始

をしております。平成２４年度でございますが、口蹄疫の影響が残る中で、使用料がわず

かでありますが前年度を上回っております。収支の改善が認められます。今後とも収入の

確保に努め、適正で安定的な運営に努められるよう要望いたします。 

 続きまして、地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づく平成２４年度高鍋町水道事

業会計決算審査結果について御報告申し上げます。 

 決算審査は、去る６月２４日から２８日までの間の中で、役場において書面審査及び対

面審査を実施し、審査意見書を７月８日に講評を兼ねて町長に提出をいたしました。 

 その概要について御報告申し上げます。まず、審査の期間ですが、６月２４日から６月

２８日までの間のうち実質５日間でございます。審査の方法は、町長から提出されました

決算書類及び附属書類が地方公営企業法その他関係法令に基づき作成されているか、また、

水道事業の経営成績及び財政状態が適正に表示されているかを検証するため、必要に応じ

て関係者から説明を聴取し、会計帳票、証拠書類、関係帳簿など通常実施すべき審査手続

及び必要とする審査を実施いたしました。 

 審査の結果でございますが、決算書類及び決算附属書類は、地方公営企業法その他関係

法令に基づき作成をされ、その計数は正確であり、関係帳簿と符合し、かつ当年度におけ

る水道事業の経営成績及び財政状態を適正に表示していることを認めました。また、予算

の執行も適正に執行されていることを認めました。 

 それでは、総括意見を申し上げます。 

 まず、分析による現状の評価でございますが、業務の実績につきましては、本年度の給

水人口は１万８,９４７人で、前年度より１６２人増加するとともに、有収水量も２万

４,１０２立方メーター増加をしております。また、漏水対策等の効果もありまして、有
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収率は９１.７％と、高い水準を維持しております。年間総配水量も前年度と比較して

４万６,２１７立方メートル増加をしております。施設利用率も上昇しているなど、同類

型の施設利用率、最大稼働率、負荷率を上回っておりまして、効率的な業務運営がなされ

たものと評価できます。 

 次に、経営成績につきましては、収益では営業収益はその他の営業収益が増加したため、

前年度を１.８％上回っております。営業費用は、減価償却費が若干減少するとともに、

竹鳩浄水場の旧管理棟を取り壊したため、多額の資産減耗費を計上、これは現金の支出を

伴うものではありません。──することになりまして、前年度を４.３％上回っておりま

す。営業外費用は、支払い利息が４.０％減少をしております。これらの結果、純利益は

前年度より１８５.１％減少し１４２万７,０１２円の赤字となっております。 

 なお、修繕引当金を１１４万９,０００円取り崩して充当をしておりますことから、実

質的な収支は２５７万６,０１２円の赤字となっております。 

 経営状況につきましては、前年度より経営分析での指数が経営指標を若干ではあります

が下回っていることから、改善を図っていく必要があるものと考えられます。 

 次に、財政状態につきましては、貸借対照表のとおりでございます。資産の部では、有

形固定資産は、機械及び装置の減少と合わせて、緊急時給水拠点確保等事業の終了により

まして、建設仮勘定が大幅に減少しております。流動資産は、企業債借り入れの抑制に加

えまして緊急時給水拠点確保等事業や配水管布設替え工事等の支払いにより現金預金が大

幅に減少しますとともに、緊急時給水拠点確保等事業に伴う国庫支出金の受け入れにより

まして未収金が大幅に減少しております。 

 負債の部では、固定負債は修繕引当金が１１４万９,０００円減少しますとともに、緊

急時給水拠点確保等事業の支払いが大きな要因となりまして、未払金が減少しております。 

 資金運用面では、流動資産が流動負債を約８倍強と大きく上回っておりまして、資金不

足はなく、安定しているものと見られます。 

 資本金の部でございますが、企業債の償還及び借り入れの抑制により、借り入れ資本金

が１億４,６７７万９,０７１円の減少となっております。 

 剰余金は５７９万９,７８０円増加しておりますが、工事負担金の増が大きな要因とな

っております。当年度末における財政状態は、安定をしていると言えますが、企業債未償

還残高が３１億６,０００万円と高額でありまして、さらなる経営努力が望まれます。 

 分析によります評価は以上のとおりでありますが、平成２４年度の経営状況を見ますと、

収益的収支の収益面では、給水人口は前年度より増加し、経営の根幹であります営業収益

も前年度と比較して１.８％増加をしております。一方、費用面では、竹鳩浄水場の旧管

理棟の取り壊しによります資産減耗費の計上が大きく影響したため、２.６％増加し．こ

の結果、純利益は１８５.１％減少し１４２万７,０１２円の赤字となっておりますが、た

だし、資産減耗費の計上は現金の支出を伴うものではなく、また、一過性のものでありま

して、経営の悪化を示すものではありません。 
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 なお、緊急時給水拠点確保等事業によりまして有事に備えた取り組みは評価できるもの

と考えます。 

 資本的収支につきましては、収入では企業債借り入れ抑制により企業債が４,０００万

円減少し、緊急時給水拠点確保等事業の終了に伴い国庫支出金が８,６３７万９,０００円

減少しております。支出では、緊急時給水拠点確保等事業の終了によりまして、一般改良

費が減少をしております。 

 経営状態につきましては、企業債の元利償還金が給水収益の５０％を超える状況が続き

ますとともに、資産の増加に伴います多額の減価償却費の計上など経営環境の改善には長

期間を要するものと思われます。このような中で、給水人口の大幅な増加は見込めません。

今後、水道事業の経営に当たりましては、業務見直しによるさらなる効率化に向けた取り

組みと安全で良質な水の安定供給に向けて信頼される水道事業の執行を要望するものであ

ります。 

 なお、収益的収支の営業費用に資産減耗費が計上されたことの影響を受けて、給水原価

が供給単価を、これは一時的ではあると思いますが、１９.８円上回ることになりました。

このことの解消に向けて徹底した経営分析を行い、その結果を踏まえた企業努力を望むも

のであります。 

 以上、御報告申し上げます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２５．請願第１号 

○議長（山本 隆俊）  日程第２５、請願第１号子どもの医療費無料化を小学校卒業まで引

き上げることを求める請願を議題といたします。 

 紹介議員の説明を求めます。中村末子議員。 

○７番（中村 末子君）  ７番。請願第１号子どもの医療費無料化を小学校卒業まで引き上

げることを求める請願が西都児湯新日本婦人の会代表藤崎えい子氏より、※署名数

２５０名分と一緒に提出をされました。それを受け、黒木正建議員、八代輝幸議員、津曲

牧子議員、永友良和議員、中村末子が紹介議員となり提出することになりました。請願の

紹介を中村末子が代表して行います。 

 町長は、子どもがにぎわうまちづくりを提案され、順次計画進捗しています。また、今

回の議案にも子ども・子育て会議を立ち上げる条例を提案し、子育てしやすい環境づくり

が新たにできるのではないかとの期待の持てる意向が示されています。 

 そこで、高鍋町子育て支援のために、現在、就学前まで一部負担はあっても医療費助成

され、子育て中の家族から大変喜ばれています。その制度を、できれば小学校卒業まで延

長し、拡大していただきたい。また、この件については町単独で行うには負担も大きいと

考えられ、国、県への制度として確立していただきたいとの意見書の提出もあわせて要望

されています。 

 町長は、先日の社会福祉協議会６０周年の挨拶の中で、高鍋藩第７代藩主秋月種茂公の

※後日に訂正あり 
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お話をされました。間引きをさせず子供を育てる家庭への麦・米を与える世界初の福祉と

して広く認められていることは周知の事実です。また、新たに７歳から１２歳まで、現在

の助成制度でも２,４００万円余りの予算が必要となります。議員各位におかれましては、

ぜひ今回の請願にお力をお貸しいただきますようよろしくお願いして、御紹介といたしま

す。 

○議長（山本 隆俊）  以上で、紹介議員の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（山本 隆俊）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（山本 隆俊）  以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会いたします。 

午前11時20分散会 

────────────────────────────── 


